
都市高速鉄道第10号線

京工電鉄京王線 (笹塚駅～つつじヶ丘駅間)の

連続立体交差化 ・複々線化

および関連側道の都市計画素案等の説明会

開催 日時 :平成 21年 11月 18日 (水)

午後 7時 05分 ～午後 8時 50分

開催場所 :松沢中学校体育館 (世田谷区桜上水4-5-2)



午後 7時 05分 開 会

・開 会

○司会 (泉谷) そ れでは大変お待たせいたしました。 5分 ほど開始時間が遅 くなりまし

たことをおわびいた しますs申 し訳ございませんでした。

それでは、ただいまから都市高速鉄道第10号線京正電鉄京王線 (笹塚駅～つつじヶ丘

駅間)の 連続立体交差化 ・複々線化および関連側道の都市計画素案等の説明会を始めさ

せていただきます。私、本 国の司会を務めさせていただきます東京都都市整備局の泉谷

と申します。 どうぞよろしくお願いいたします。

説明会の進行につきましては、皆様から向かいまして左手に掲示してございます式次

第に沿いまして進めさせていただきたいと存 じます。本 日は会場の都合もございますの

で、概ね 8時 半をめどに説明会を終了させていただきたいと思います。あらかじめご了

承のほど、よろしくお願いいたします。

それでは説明に入 ります前に、本 日の配付資料について確認 させていただきたいと思

います。皆様には受付におきまして 3種 類の資料をお配 りしてお ります。まず 1点 目で

ございますが、こちらにございます 「京王電鉄京工線連続立体交差化 ・複々線化および

関連側道計画等について」とい う、こちらの白いパンフレッ トになります。つづいて 2

点 目のパンフレッ トでございますが、世田谷区のつくってお ります 「京王線沿線まちづ

くり通信」と申しますこちらの紺色の リーフレットになります。最後に 3点 目でござい

ますが、杉並区の 「京工線沿線ま ちづくりの基本的な考え方」とい う、こちらの緑色の

パンフレッ トになります。もしお持ちでない方がいらつしゃいましたら、お近くの係員

までお申し出ください。よろしいでしょうか。

それでは次に、会場についてご説明いたします。

本会場は飲食及び喫煙は禁止になってお ります。ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。

また トイレでございますが、後方の出入 り口を出ていただきまして通路の先に トイレ

がございます。案内板が出てございますので、それに従いましてご利用ください。

携帯電話につきましては、説明会の進行の妨げになりますので、電源をお切 りいただ

くか、もしくはマナーモー ドに設定していただきますよう、よろしくお願いいたします。

また本 日の説明会でございますが、ご意見や開催状況の確認のため、議事の録音や、

会場の写真撮影をさせていただきます。こちらもあらかじめご了承のほどよろしくお願



いいたします。

会場の説明につきましては、以上でございます。

。あいさつ

○司会 そ れでは初めに、説明者を代表いたしまして、東京都都市整備局都市基盤部交通

企画課長の小野からごあいさつを申し上げますs

O東 京都 (小野) 皆 さんこんばんは。ただいま紹介がございました東京都都市整備局交

通企画課長の小野でございます。皆様には大変お忙しい中、また夜分寒いにもかかわら

ず、このような本 日の説明会に大勢の方々がご出席賜 り、誠にありがとうございます。

また、 日頃より東京都、世田谷区、杉並区の行政、さらには京王電鉄の鉄道事業に対

しましてひとかたならぬご理解、ご協力、ご支援をいただき、この場をお借 りいたしま

して改めて厚 く御礼申し上げます。

さて、本 日ご説明させていただきます計画は、地域の皆様 と地元区が一体となって鉄

道の立体化について熱心なご要望をしてまいりました七 また、その実現に向けたまちづ

くりの取組、こういったものが我々の後押 しになりまして、関係者が今まで検討を進め

てまいりました。その結果を、本 日、都市計画の素案 として皆様方にご抜露させていた

だきます。

この都市計画の素案は、都市高速鉄道第10号線、いわゆる京王線でございますけれど

も、笹塚駅から仙川駅までの区間約7.lkmを 連続立体交差化するとともに、笹塚駅から

つつじヶ丘駅までの区間約8.3k mを複々線化するものでございます。また、この計画に

関連いたしまして、住宅地の環境保全、駅へのアクセス、防災機能の向上、こういった

ものを目的といた しまして側道などの整備 も進めてまいります。

この計画によりまして、25カ所あります踏切すべてが除却され、踏切部での慢性的な

交通渋滞が解消されるとともに、鉄道によって隔てられてお ります地域が一体化される

ことで、安全で快適で元気な、このようなまちづくりが推進 されるというふ うに考えて

お りますっ

また、複々線化によりまして、朝ラッシュ時の混雑緩和、定時性の確保、また、多摩

地域から都心部への所要時間の短縮、このような鉄道ネットワークの強化にも図られる

とい うふ うに考えてお ります。

評 しくは、このあと上映させていただきますスライ ド、またはお手元のパンフレッ ト



などをご覧いただきたいと存じます。

不明な点につきましては、用意してございます質疑応答のお時間でご質問をしていた

だきまして、ご理解を深めていただければと考えております。

今後とも、ここにお ります東京都、世田谷区、杉並区、京工電鉄を初めとした関係者

が力を合わせまして、本計画の
一日も早い実現に向けて取り組んでまいります。そのた

めには、皆様方のご理解、ご協力、ご支援をいただくことが不可欠でございます。ぜひ

ともよろしくお願い申し上げます。

以上で、甚だ簡単ではございますけれども、私からのごあいさつとさせていただきま

す。本 日はよろしくお願いいたします。

・説明者紹介

○司会 続 きまして、本日の説明者を紹介させていただきます。

まずは東京都でございます。都市整備局都市基盤部交通企画課長の小野です。

①東京都 (小野) 改 めまして、小野でございます。よ
!ろ
しくお願いいたします。

○司会 建 設局道路建設部鉄道立体担当課長の花井です。

○東京都 (花井)花 井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

①司会 続 きまして、世田谷区でございます。交通政策担当部長の工藤です。

○世田谷区 (工藤) 工 藤です。よろしくお願いいたします。

○司会 鉄 道立体 ・街づくり調整担当課長の並木です。 ~          十

○世田谷区 (並木) 並 木でございます。よろしくお願いいたします。

○司会 道 路整備部道路計画 ・外環調整課長の男鹿です。

①世田谷区 (男鹿) 男 鹿でございます。よろしくお願いいたします。

○司会 続 きまして、杉並区でございます。都市整備部長の上原です。

①杉並区 (上原) 上 原でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○司会 調 整担当課長の浅井です。

①杉並区 (浅井) 浅 井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○司会 続 きまして、京王電鉄でございます。鉄道事業本部工務部工事計画担当課長の堀

です。

①京王電鉄 (堀) 堀 でございます。よろしくお願いいたします.

○司会 こ のほか、後列には関係職員が控えております。どうぞよろしくお願いいたしま



す。

・計画等の説明

○司会 そ れでは都市計画素案等の説明に入らせていただきます。

本 日は、皆様にわかりやすく説明できますよう、スライ ドをご用意してございます。

スライ ドの上映時間は約35分となっております。上映中は照明を落とさせていただきま

すので、ご了承願います。

(スライ ド映写にて説明)

・質疑応答

○司会 続 きまして質疑応答に入 らせていただきますが、司会者から幾つかお願いがござ

います。 ヽ

まず、本 日の説明会でございますが、会場の都合で 8時 半までの限られた時間となっ

てお ります。ただ、本 日、開始の時間を 5分 ほど私どもの都合で遅れさせていただきま

したので、 5分 ほどお時間のほうは延長させていただきたいと思います。ただ、どちら

にしましても限られたお時間になりますので、申し訳ございませんが、質問される方は

まとめて簡潔にご質問をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

発言に際しましては、マイクをご用意してございます。担当者からマイクを受け取つ

てからご質問をいただけますよ
∵う、よろしくお願いいたします。また、質問が終わりま

したら、マイクは担当者までお返し願いますよう、こちらのほうもあわせてよろしくお

願いいたします。

それ と、最後に、恐縮ではございますが、質問される方は、差し支えがなければ、最

初におところとお名前をいただければと存 じます。例えば 「世田谷区桜上水 4丁 目のだ

れだれ」といつた形で結構ですので、お願いできればと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。

それでは、質疑に入らせていただきます。質問される方は挙手をお願いいたします。

それでは、真ん中の列の 5列 目ぐらいの、今、手を挙げられているカ
ーキ色のジャン

パーを着 られている男性の方。

●住民 (世田谷区桜上水4丁 目・■■■D 大 変説明がよく、内容は十分理解できました。

それによつて、私としては、全くやらなくていい事業じゃないかと思うように
一層強め



ま した。その理 由といた しましては、地下を高速で走ると。 あ、

― です。 よく録音しておいてください。地下を高速で走って、多摩
ニュータウンの

ほうに行 くと。それが主たる目的のように思います。付近の住民は、高架
のほうで騒音

にさらされ、遠 くまで音が飛び、鉄粉も遠 くまで飛んで、いいことはまずな
いんです。

第 1に 申し上げたいのは、多摩ニュ
ータウンというのは、

ち
昭和30年前後に50万人ぐら

い住む とい う前提で進めて、そのために10号線 というのが必要だと
い うぐあいに位置づ

けられているわけです。その50万の都市が、交通が不便 とかいろんな理由も
ありまして、

現在は衰退の
一途をたどつて、25万人とか、そんな程度にしか将来ならないだろうと、

そ うい う具合に私どもは聞いているわけです。そういう中で、地下を突
っ走つて走るよ

うな鉄道を、何も2,200億円かけてつくる必要はまずな
いんです。

それから、第 2番 目に、2,200億円と、全部地下にすると3,000億円かかる
と。これは

建設業者の うまい言葉であって、初めはみんな安く言 うんです。ど
の事業を見ても、最

後は1.5倍とか、3割 とか、必ずそういうぐあいに膨 らむわけです。地下
水の多いこうい

う地域では、薬液注入とか、いろんなこともあります:そ れから、高架
のつくる橋を地

下のシール ドのところで打つというのは、非常に難 しい話なんです。

そ ぅい うことを考えれば、複々線のシ
ール ド2本 を地下を通 して、しかも、用地とし

ては、約20mぐ らい北4Rlの影の 日当たりの問題のために約 6m、
7m。 南側には付替道

路等もできて、ト
ータル的には20mぐ らい優に使つちやうわけです。そうします と、3,000

億 円かけても、50年先とかそういうことを考えて みれば、決
して高いわけでなくtみ ん

なの将来の幸せのために、地表の上は平和の花が咲くとか、木が茂ると
か、公園として

使われるとか、非常に大きな空間を都市の中で得ることが地元としては
できるんです。

そぅぃうようなことで、この事業そのものがまず反対であると。どう
せやるなら、オー

ル地下でやつてもらいたいと。お金は大差ない。そういうことです。ぜひお答
えをお願

いします。

①司会 た だいまのご質問でございますが、 3点 ということで整理さ
せていただきたいと

思います。まず、 1点 目につきましてが、線増線、先程、
スライ ドで、地下のほうに潜

っていく、そちらの線増線の計画についての考え方、そちらのほうがご質問
の 1点 とい

うことで整理させていただきます。それと2点 目につきましては、事業費
について。 3

点目につきましては、最終的な3案 を比較した中での構造形式
の考え方についてという、

以上 3点 とい うことで整理させていただきます.よ ろし
いでしようか。それでは回答い



たします。

○東京都 (小野) そ れでは、東京都のほうから何点かご説明をさせていただきたいと思

います。

まず、複々線化だとか連立だとか、やらなくていいのではないか、計画そのものが要

らないのではないかというようなお話がございました。東京都は平成16年に踏切対策基

本方針 とい うものをつくりまして、都内1,200カ所ある踏切、その中でも、随分、開かず

の踏切もございます。その踏切によつて皆様方に大変ご迷惑をかけていると。まちづく

り上からもそ うです し、道路、車を運転される方もそ う、緊急車両もそれで通れないと

いうことがございまして、まず、そういつた問題の踏切を早く解消 しようではないかと。

それも、さらに計画的に解消しようではないかということで、そ うい う計画をつくって

お ります。本計画路線、この区間につきましても、鉄道の立体化によつて、その踏切を

解消しようではないかと、検討を進めていこうという20区間の 1つ に入つてございます。

東京都 としては、踏切をなくすためには、この連続立体交差化が必要だというふうに考

えてお ります。

それに伴いまして、今回、この区間の都市計画の変更の手続きも進めてお ります。複々

線化につきま しても、首都圏または東京圏の鉄道のネッ トワークといたしまして、輸送

力の増強をす ることはやつぱり不可欠でございます。皆さん、鉄道をご利用されている

方々も、朝ラッシュ時はかな り込んでいるとい うことは事実だと思います。将来的にも、

多摩のほうは、今、全国、日本では人口が減少 しているとい う形になっていますけれど

も、都心、多摩のほうも、急激に伸びるとい うことは当然ありません。ただ、横ばい状

態とい うことは十分考えられることでございますので、そ ういつた意味では、ますます、

皆さんの利便性、乗 り心地を考える上でも、複々線化 というのは考えていかなければい

けないというように思つてお りまして、都市計画の変更に当た りまして、あわせて複々

線化も地下で位置づけているというところでございます。

また、構造につきましても、先程、スライ ドでもご説明させていただきましたが、 3

つの構造について考えてお ります。 3つ の構造で、地形的条件、計画的条件、事業的条

件、こういつた条件 3つ につきまして比較 した結果、そして、さらに高架式と併用式が

それぞれ同等だということもございまして、あとは、都市計画の新 しくかかる区域が少

ない面積のところ、皆様方になるべくご迷惑をかけないところとい うところの結果的に、

併用式というところを選ばせていただきました。これが我々といたしましては最も適切



な案だと考えてお りますsこ ういうことで、都市計画の素案 として、本日皆様方にご説

明をさせていただいているところでございます。ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問に移らせていただきます。それでは、今度は手前、

2列 目に移 らせていただきます。私の側から2列 目列で、じゃ、先程お手を挙げていら

っしゃいましたその紫色のジャンパーを着ている男性の方、よろしくお願いいたします。

●住民 (世田谷区松原 3丁 目・―  松 原 3丁 目の口■■ と申します。この計画その

ものは、ずつと前からあるとい うことは私 自身はずっと知っていまして、当然、4線 で

高架になるものだと思っていましたので、今回、急行線のほ うが地下に潜るとぃう計画

変更に対 して、大変びつくりしてお ります。当然、小田急や近隣の西武池袋線のような

形のものができ上がるということで将来のビジョンを描いていたので、こういつた形で

線増線が地下になってしまうということに非常にびつくりしているんですけれ ども、今

回の都市計画の区間が、まず笹塚からつつ じヶ丘駅問ということになると思 うんですけ

れ ども、今、立体交差を実際やっている調布駅付近のほうは、複々線化を考慮はしてい

るけれども、実際には複線分しか工事をしていなかったと思います。最終的につつじヶ

丘と調布の間を結ばないと、多摩ニュータウンというところに対しての輸送計画という

ものの説明が多分つかないと思 うんですね。車両の本数 とかは、多分増やせないと思う

んですけれ ども、その辺も含めてどうなっているのかというのが 1つ 。

それから、恐 らく高架 4線 であ れば、現在の急行の停まる駅、桜上水です とか明大前

です とか、そ ういつたところにも当然、線増分、駅ができると思つたんですけれども、

今の計画を見ています と、往塚からつつじヶ丘の間に
一
切駅がない。そうしますと、多

摩ニュータウンのほうから高速アクセスという面は言えるかと思 うんですけれ ども、新

宿にしか行かれなくなってしまうと思うんですね。現状、明大前の輸送断面がどうなっ

ているのかわからないんですけれども、少なくとも、渋谷に人を逃がすとい うことで、

新宿方面への混雑緩和につながったと思 うんですけれども、かえつてそれが新宿のほう

に人が集中してしまう結果にならないかと思 うんですね。要するに、渋谷に行く人は全

部上を通 らなければならない。結果的に、それは我々の混雑緩和に
一
切つながらないん

じゃないかというところを感 じているんですね。

それから、地下に駅ができないとなります と、我がまちに駅をとい うつもりはありま

せんけれ ども、世日谷区や杉並区の都市計画の中で、完全に全く関係のないものができ



上がってしまう。高架 4線 だったら、多分、小日急さんのように駅ができたと思います

ので、通過する住民にも、それなりに何か役に立つものがあったのかなと思うんですけ

れども、全く関係ないものができてしまうとなりますと、私自身は高架 4線 で早急につ

くつてほしいという立場なんですけれども、ちょつと、高架だけでいいんじゃないかな

と思 うんですね。

先程も、全音F地下とか、全部高架とかとあったんですけれども、これ、同時着工なん

でしょうか。同時着工だったら、多分高架にしたほうが工事が楽だと思うんですけれど

も、高架にして、地下を掘ってというのを同時にやっていったら、上と下でしつちゃか

めつちゃかにならないかなと。調布のように、例えば、複々線の準備をして、とりあえ

ず 2本 だけ穴を通す。その後、将来的に地下を通す予定だよという話の都市計画なのか、

同時に上げて、下も掘つてという話なのかというところによっても、多分この先の話の

展開が大分変わるんじゃないかと思うんですけれども、ちょつとその辺もあわせてお願

いしたいんですけれども……。

○司会 た だいまのご質問でございますが、 3点 のご質問ということで整理をさせていた

だきたいと思います。まず、 1点 目が複々線化の計画、全体の計画についてというご質

問が 1点。 2点 目につきましては、線増線での混雑緩和の考え方、新宿駅等の混雑緩和

とか、その辺をどういうふうに考えているのかという点が 2点 目。 3点 目につきまして

は、高架と地下の、こちらのスケジュールといいますか、工事の順序。こちらの3点 と

いうことで整理させていただぎます。よろしいでしょぅか。それでは回答いたします。

○京工電鉄 (堀)京 正電鉄です。回答させていただきます。

スクリーンにも出てお りますけれども、今回の都市計画変更でございますけれども、

現在、地上を走っている電車を高架化により立体化いたします。駅につきましては、今

の計画では、ご利用のお客様が多い明大前駅と千歳烏山の駅を新たに待避線を設けまし

て、笹塚駅や桜上水駅のように急行列車と緩行列車が接続できる2面 4線 のホームとす

る計画であります。これにより、朝ラッシュ時の定時性運行を確保するとか、あとは都

営新宿線直通列車の明大前接続など、利便性の向上を図ってまいりたいと思つておりま

す。

一方、下の緑色の複々線でございますけれども、これにつきましては、当社の競合路

線であります 」R中 央線であり、また小田急線との競争カアップの観点から、多摩地域

から新宿方面への速達性の向上、また、混雑緩和のためにも必要であると認識しており



ます。これによりまして、今、多摩ニュ
ータウンのほうから今回の都市計画変更区間を

通過 されているお客様が分散乗車されることによりまして、この地域のご利用されるお

客様の混雑率の緩和にもつながるものと、輸送サービスの改善につながるものと考えて

お ります。ただ、開かずの踏切 というものは、当社としても最優先に対応 しなければな

らない課題 と認識 してお ります。事業主体である東京都や地元区と協力しながら、まず

は連続立体交差化に取 り組む意向であります。

あと、もう
一つ、ご質問の中で、つつ じヶ丘以西の話なんですけれども、先程ご指摘

のとお り、もともと複々線 4線 の高架でしたけど、今、地下に変えまして、連続立体交

差を事業中でございますけれども、複々線化の都市計画はつつじヶ丘以西にもございま

す。

ちなみに、今の運転本数です と、本線 と相模原線から調布駅に向かう本線、上りでご

ざいますけれ ども、大体 1日 400本ぐらいございます。笹塚の駅から本線新宿 と新線新宿、

都営新宿線方面でございますけれ ども、こちらが合わせて、大体 1日 480本ぐらいござい

ます。
一方、明大前駅から代田橋方面へ向かう列車の本数というのは360本、すなわち、

笹塚以東は複々線化、調布以西は本線 と相模原線という形で 4線 あるんですけれども、

残つている笹塚一調布間が 2線 しかないということで、どうしても運行本数が限られて

いるとい うことで、こういつたものを我々としては複々線化を進めて、輸送力の増強を

図つてまいりたい。ですが、繰 り返 しにな りますが、連続立体交差化をまずは先に進め

ていきたいとい うふ うに考えてお ります。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問を受けさせていただきます。それでは、今度は後列

のほうに移 らせていただきたいと思います。それでは、最後列のこちらの通路のところ

の一番後ろの方。

●住民 (世田谷区松原 3丁 目 ・     松 原 3丁 目の口■■■です。線路のことしか

言つていませんけど、この辺つて、甲州街道と高速があるんですよ。 もし、地震があっ

たとき、どういうふ うになるんですかね。あと、何で笹塚駅のほうの高架も下げるとか

って、そ うい うあれはないんですか。人幡出のほうのもしやるんだったら
一
緒にやって

くださいよ。生きているんですから、みんな。住んでいるんですから。それ と、鳥山に

はエ レベーターでも付けてください。

①司会 そ れでは、ただいまのご質問でございますが、まず、1点 目が地震対策等の耐震

対策等をどう考えるのかという点、ご質問ということで整理させていただきます。それ



と、 2点 目につきましては、現在、高架化
されている笹塚駅等のところを地下化

したほ

ぅがいいのではないかというご意見
に対して、考え方、構造形式をどう

いうふうに考え

ているのかということでご回答をさせて
いただきたいと思います。それではよろしく

お

願いします。

○東京都 (花井) そ れでは、東京都
からお答えいたします。

まず、地震が発生したとき、どうなる
かというご質問についてでございますけれ

ども、

こぅいう構造物をつくる際には、耐震性
能を有した構造物をつくつていく

ことになると

思います。ですから、それらの基準に合
つた形の構造物を設計してまいります

ので(地

震に対しても安全性が高いと
いうことでございます。

2点 目の、笹塚駅、人幡山駅を地下にしたら
どうだというような質問でございますけ

れども、人幡山駅を例にご説明をさ
せていただきます。今回の検討区間におきま

して、

既に八幡山駅が高架化されて
ございます。ただ、この人幡山駅の施設も、構

造物の健全

・度ということでは非常に健全で
ございます。また、地震に対しても、耐震補強

を実施し

ておりますので、地震に対してもそれなり
の耐震性を有しているという状況で

ございま

す。

そぅぃぅょうな状況の中、ここに例
えば地下駅をつくるということを考えた場合

に、

まず既存の構造物が、高架の施設が
ございまして、健全性が確保されて

いることから、

そういうものを有効に使つていくと
いう視点がございます。また、既存

の駅が高架にな

っておりまして、その下に駅をつ くると
いうことになりますと、かなり深

い位置に駅を

設置しなければならないという
ことで、利用者の方にご不便をおかけする

ということが

ございます。また、万が
一、そういうことを考慮いたしまして、

それでも地下にすると

いう場合もあろうかと思います。検討
段階では、そういうことも検討 し

ておりますが、

費用といたしまして、例えば、地下
に電車を、シ

ール ドと申しまして トンネルを掘りま

して、駅をつくつて、その後、高架を撤
去するということを考えますと、

この場合、検

討時では、約350億円の費用が
かかるという算出結果がございます。

なお、工事実施に当たりまして、既存
の電車が走つている中で工事を進めて

いくとい

ぅことになりますと、こういう高架
施設が動かないように受け防護と申

しまして、かな

り大規模な仮設をやつて、仮設工事を
していかなくてはならないということで、非常

に

通常の地下工事よりも困難な工事にな
るということが見込まれてございます。

このよう

な理由から、今回の場合は、既存
の高架橋を利用していく計画のほう

が優れているとい
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う結論に至ってございます。 どうでご理解 とご協力のほど、よろしくお願い申し上げま

す。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問を受けさせていただきます。それでは、
一番奥の列

に行かせていただきます。質問される方、 5列 目ぐらいにいらっしゃるフインレッドの

カーディガンかジャンパーを着ていらっしゃる方。

●住民 (世田谷区松原 1丁 目 ■日D 松 原 1丁 目に住んでお りまヤロ■陛 申します。代

田橋駅の図を出していただけますでしょうか。お手元ですと、「京王線沿線まちづくり通

信」の代田橋のところです。

東京都の方にお伺いします。この放射23号線についてです。今、現道は紫で 1車 線、

井の頭通 り、杉並方面と世田谷通 りにつながっています。これをカ
ーブの道路、赤線と

い うか水色ですね、ここでい うと。この道路に新設 して、片側 2車 線で、交通量の予誤J

です と環 7以 上の交通量の道になるそうです。これは第 3次 事業化計画として、東京都

が交通渋滞のため、道路のネッ トワーク形成のためということで建設予定に入つている

ことは存 じてお ります。

そこで質問です。たつた 1つ です。この半径250mの 急カーブの新 しい道路の線形は

安全でしょうか。水色の下のずっと回つて、渋谷のほうから来て環 7を 越えて、ぐるつ

と回つて甲州街道に出る。これは新しい道路として900m連 続立体交差事業とともに建設

する道路です。私はこの近くに住んでおりますが、周辺住民は、とても危険な道路に将

来なるのではないかと心配 して
と
お ります。このことは、明大前のまちづくり協議会でも、

会員の中で共通確認 されてお ります。

それで、たつた 1つ の質Pp8ですが、この質問の背景、2つ 挙げます。例えば、きのう、

テレビ朝 日の報道ステーションの特集で、「本目次ぐトレ
ーラー横転事故、10年で150件」

とい う特集をやっていました。
一般道で制限速度以下、時速45キロでもカーブで横転し

て大事故になっています。その遺族の方が切々と訴えておりました。

それか らもう1つ の背景。 」 R西 日本の福知山線脱線事故。これはもともと半径600

mを 、半径300mの 急カーブに付け替えました。今、その当時の社長の危険予知予損」につ

いて、司法で問われてお ります。つまり、将来、この半径250mの 急カ
ーブで大事故が起

きたとき、この今の建設当時にさかのぼつてその責任が問われるというほどの300よりも

もつと急カーブ、250mの 急カーブです。1週 PH3前の松原小学校の説明会では、この質問

について…・…。



○司会 申 し訳ございません。もう少し……。お時間がありませんので。

●住民 (世田谷区松原 1丁 目・口■口  で すから、安全でしょうかということを東京都の

方にお聞きします。

○司会 た だいまのご質問、放射23号線、井の頭通りの計画の考え方についてということ

で、回答のほうをさせていただきたいと思います。

①東京都 (花井) そ れでは、東京都からお答えいたしますさご質問は 1点 で、松原 1丁

目付近のこのカーブが安全かどうかというご質問だつたかと思うんですけれども、私ど

も、道路をつくるときに、道路の安全かつ円滑な交通を確保するために、道路構造に関

する一般的な技術基準として定められております道路構造令というものがございます。

こういう道路構造令に準拠して、このような曲率半径ですとか、縦断勾配とかを決めて

いく形になります。お尋ねの計画線の半径250mで ございますけれども、これにつきまし

ては、道路構造令の基準を十分満足する計画となってございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

●住民 (世田谷区松原 1丁 目・―  緩 和曲線がないんです。これは昭和21年の……

○司会 申 し訳ございません。一問一答の形でのご質問になりますと、お時間のほうも限

られてお りますので、次の質問のほうに移らせていただきたいと思います。ご了承をお

願いいたします。それでは、そのほかのご質問に移らせていただきます。それでは、ま

た今度は後列のほうに移らせていただきます。それでは、後列の真ん中のマスクをかけ

られている方。お願いいたします。

●住民 l― l 今 回の計画区間外なんですけれども、新宿と府中の間で利用させてい

ただいている……。

○司会 申 し訳ございません。手前の方に。じゃ、そのあとに当てさせていただきたいと

思います。申し訳ございません。

●住民 (口■■D わ かりました。

○司会 申 し訳ございません。では、手前の方。

●住民 (杉並区下高井戸 1丁 目・     下 高井戸 1丁 目の日■■■で ございます。

説明のほうはよくわかりましたけれども、何よりも、踏切の渋滞を防ぐというのが大き

な目的だと思いますけれども、住民、沿線の生活環境をやはり重視していただきたいと

いうことが大きなねらいです。私たち住んでいる、これから何十年もそこに住む中で、

やはり生活環境が変わります。これは絶対に変わります.全 部の地下化を願いたいとい

０
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うことをぜひお願いしたいんですけれ ども、なぜ、こうい うふ うに高架 と地下のそうい

う2本 立てにしていくかということが、ちよつと私自身は納得できません。ですから、

全部をですね、費用がかかるということは、将来のことを考えれば、それは当たり前の

ことだと思いますので、その辺のところをもう
一
度、もう既にこれが決まつたかのよう

にここに出されてきているわけですから、第 3案 の中にもご説明があつて、それは料金

のことを言われてお り、費用のことを言われておりましたけれども、そのことは、生活

環境 とい うことを重視 してください。よろしくお願いします。

○司会 た だいまのご質問ですが、改めて構造形式の考え方について回答をさせていただ

くとい うことでよろしいでしょうか。

①東京都 (小野) そ れでは、東京都のほうからご説明させていただきます。何度も繰 り

返 しになって、大変申し訳なくは思つてお りますけれども、今回の計画につきましては、

先程、今ちょうどスクリ
ーンにも出ておりますけれども、構造形式はちゃんと高架式と

地下式と併用方式、 3つ の方式について、先程申し上げましたように、それぞれ 3つ の

条件につきまして評価をさせていただいております。その結果として、先程、地形的条

件は同等だというお話もさせていただきました。計画的条件は、25の踏切については、

高架式と併用式は25の踏切すべてが除却できます。地下方式につきましては、 3つ の踏

切、代田橋駅付近、または人幡山駅付近、この 3つ の踏切が障害になる、迂回をしなけ

ればならないとい う状況になります。

また、事業的条件につきまして も、何度もお金の話をするのは大変嫌なんですけれど

も、高架式、併用式につきましては、比較検討上、約2,200億円、地下式のほうは3,000

億円、約800億円も高いと。それは皆さんの税金も使ってやるものでございます。

そ うい う意味では、ちゃんと比較評価をした結果、我々としては併用式が
一番適切だ

とい うことで、今回も説明会 としてご説明をさせていただいてお ります。

環境への配慮につきましては、先程、手続きの話もしましたけれ ども、環境影響評価

法に基づきまして、環境が及ぼす影響、調査をし、影響を評価をし、皆様にもご説明も

させていただきます。これにつきましては、周辺環境に影響が少なくなるように、必要

に応 じて対策をとつていくとい うふ うに考えております。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問に移らせていただきますが、申し訳ございません、

先程、ちよつと私、変な指し方 といいますか、私のほうで指 し間違えましたので、先程

の男性の方.よ ろしくお願いします。



●住民 (口■■D で は、手短にやりますので。私は、先程も申しましたけど、新宿
から

府中のほうの間で利用させていただいております■■口と申します。私は、高架化、併

用案ですか、あれが
一番安くて早く済みそうなので、あれに賛成なんですけれども、以

前、府中のほうで高架化したときに、京王さんのほうでは 1層高架だ
つたときに、府中

市のほうから2層 にして、 1階 をバスタ
ーミナルに使わせてくれという強力な要望があ

りまして、京王さんを折つて高い高架をつくつたという前例がございます。それで、ち

ょっと疑間に思つて聞きたいのが、都内における高架区間と地下区間の実績と
か見込み

ですか、蒲田とかのほうも高架ですから、やはりその辺は現実を見た
いものとしては、

ぜひ聞きたいところだと思います。

あと2番 目は、鉄道免許ですね。これは複々線にするときは、免許を何か書き換える

必要があると思うんですけれども、これは調布まで、今、免許として持
つておられるの

かどうかということ。

3番 目は、環境という言葉の意味ですね。これは結構あいまいに使われるんですけれ

ども、皆さんが、反対される方がおつしやつているのは生活環境ですから、私個人
とし

ては、区税で負担して地下にしていただけるなら、私としては
一切関係ないので、そう

していただけるなら
一切構わないんですけれど、地下のほうは、地球環境的には、電気

代とか空調費が非常にかかるということですので、その辺の環境
コス トの比較を説明を

お願いします。以上です。

①司会 た だいまのご質問ですが〔 3点 というととで整室させていただきます。まず、 1

点目につきましては、都内における高架、地下等の実績についてという
ご質問が 1点。

2点 目につきましてが、鉄道の免許についてのご質問が 2点 目。3点 目に
つきましては、

地下のほうに入る線増線の維持管理のコス ト等の考え方についてと
いうことで、以上 3

点ということで整理させていただきます。それでは、回答をいたします。

○東京都 (小野) そ れでは、口■■ さんのご質問に対して、東京都
のほうからもお答え

いたします。

まず、高架式と地下方式についての実績はどんなものだろうかと
いうようなお話でご

ざいますけれども、これまで東京都は今まで連続立体交差化につきましては
40カ所でや

っております。それにつきましては、大半が高架式で実施しております。例えば、具体

的な場所はどこかというふうに申し上げますと、地下化につきましては
6カ所ぐらいや

っておりまして、例えば東急池上線ですとか、京王線、今の新宿の幡ヶ谷
のところです
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ね。あとは京王線の初台、代田橋、または東急目蒲、こういつたところは地下化。今回

の調布のところも当然、地下化で実施をしております。小日急の下北沢の部分も地下化

と。そのほか、ほとんど大体高架式でやっているところが多うございます。

①京王電鉄 (堀) 京 王電鉄でございます。回答させていただきます。

新宿から調布の複々線化につきましては、昭和44年に都市計画をした後に、当時は運

輸大臣になりますけれども、運輸大臣のほうから認可を取得しております。

あと、維持管理のコス トということでございますけれども、地下の場合は、どうして

も空調の設備等が費用がかかるというのが鉄道側の立場としてはございます。単純に言

えば、高架だと駅務室ぐらいで済むものが、地下ですと、どうしても全体に空調を回さ

なければならないということで、維持管理という観点から見れば、地下のほうがかかる

ものと思いますが、それは駅の状況であつたり、そういう鉄道の場面場面にもよります

ので、何とも言えないんですが、一般的には、地下のほうが維持管理がかかるものでご

ざいます。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問に移らせていただきます。それでは、こちらの手前

の前列のほうで質問をされる方。じゃ、そちらのカーキ色の服で、R畏鏡を上に上げた方。

●住民 (世田谷区赤堤 ・―  赤 堤の■■Eと 申します。京王線は生活電車と鉄道と

いう機能を負つているわけですから、 3つ の案を十分に検討されたので、それにとやか

く言 うような理事者がここにいるかと、そういう問題ではなくてですね、それぞれ沿線

に建っている人たちは、日影tごなったら困るよというようなことを言つていると思いま

す。ですから、それぞれの立場で、ケースが違 うんだからということで、ここでそれを

フアフアと言つたつて始まらないので、日本の場合は中国とかいう国と違って、手厚い

考え方でやっていますので、協力する人は、できる範囲はやると。また協力してもらう

人は十分にやるということだと思います。そんな話を長く言つてもしようがありません

が、私は 1つ の質問は、目の前で小田急線という改良工事を見ていて、あのすばらしさ。

日の前で見てみると、踏切がなくなって、駅前の関係が整理されて、あのすがすがしさ

というか、煩雑さがなくなったあの姿を見ると、やつぱり賛成せざるを得ないと思いま

す。私自身も沿線の直前にいるものではないので、気楽なことを言つているのかもしれ

ませんが、ああいう時代とともにものが変わっていくんだという観点は大事だと思いま

す。

そこで、 1つ は概算年数ですね。小日急線の事例から言えば、こういう説明会をやっ



て、それでこのような形、小田急線の今の姿ぐらいになるのが、実際はどのぐらいかか

つているので しょうか。そのぐらいの勢いでというか、スピー ド、計画と実行というの

があるのではないかということで、ちょっと知 りたいなと。

それから、あとは高架橋構造物というのは、音の目の前で電車が走っているのと比べ

て、振動 ・騒音 とい うのははるかに小さいわけで、具体的な問題は、 日照権が多分大き

いのかなと思いますけれども、そういうわけで、よりよいものを低コス トで、皆さんの

税金をあまり使わないように頑張ってもらいたいというのが私の意見です。よろしくお

願いします。

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目につきましてが、今後の事業のス

ケジュールについてとい うご質問。それと、 2点 目については、 日影等の考え方につい

てのご質問とい うことで、 2点 のご質問ということで回答させていただきます。

①東京都 (花井) そ れでは、東京都からお答えさせていただきます。

全体のスケジュールということでございますが、スクリーンのほうに今後の手続きの

流れをもう1回 示 させていただきました。本 日が、右4Rlの赤 く囲つてございます 「都市

計画素案の説明会」でございます。それをずつとたどつてまいります と、「都市計画決定」

という赤枠で囲つてあるのが
一番下のところでございます。この都市計画の決定を、概

ね平成24年度にできればというふ うに考えてございます。

その後でございますが、 2つ の矢印が 1つ に重なりまして下に行きます と、ちょうど

左側のほ うに 「用地預」量等説明
｀
会」というものが書いてございます:こ の段階で、皆様

の土地がどのぐらいかかるかということにつきまして演」量をや らせていただきたいとい

うような説明をさせていただきます。

その後、「都市計画事業認可」というものを取得 します。これが事実上の事業着手と

なります。概ね平成25年度を目標としてお ります。

その後、事業認可を取得した後に、「用地補償説明会」 とい うのがございます。この

用地補償説明会で、どういうスケジュールで土地をお譲 りいただくか。また、どのよう

な補償をさせていただくかとい うようなご説明を差 し上げます。また、皆さん、日々生

活をされていた り、ご商売をや られている方もいらつしゃいますので、それぞれの個別

の事情に従いながら、個々に相談をさせていただければと考えてお ります。

その後、工事に入つていくわけですけれども、事業認可から、概ね 2年 後 ぐらいから

工事に着手できればというふ うに考えてございます。工事期間は連続立体交差事業で、
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概ね10年程度を考えてございまして、今の完成目途ですと、平成34年度ぐらいを目標に

してございます。その後、引き続き、京正電鉄で複々線化を進めていく予定でございま

す。

また、 2点 目でございますが、低コス トで生活環境に配慮しながら、いいものをつく

ってほしいというようなお話がございましたけれども、私どもといたしましても、皆様

の生活に配慮しながら、低コス トでよいものをつくつてまいりたいと考えてございます。

どうぞご理解 とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問に移らせていただきます。それでは、後列のほうの、

青いそでの、今、手を拳げていらっしゃる方。

●住民 (世田谷区桜上水4丁目・―  桜 上水4丁目の口■■Bといいます。私、初め

てこの説明会をPFDきましたので、あまり詳 しいことはわかりませんけれども、構造形式

の可否とか内容 とかとい う、そ ういう意見ではなくて、今、工事着手までの、あるいは

工事完成までの報告がありましたので、それに関連 して 1点 だけ質問したいと思います。

大体、今のお答えだと、工事着手は平成27年ですか(27年 度。それで、大体10年ぐら

いで34年度に完成すると、こういうことですが、補助線が 7個 あります。この補助道路

の都市計画の決定されている道路の工事と、この連続立体化の工事の関係ですね。多分、

連続立体化の工事については、もう既にこうい う素案までできましたから、あとは事業

認可で予算処置が多分 とられるんだろうと思 うんですが、前の会場でもそうい う質問が

あったようですけれ ども、自民党政府から民主党政府になったので、果たしてちやんと

予算がつ くかどうか。それからまた、補助道路が 7つ もあつて、これだけ8kmの 範囲

内に 6つ も補助道路が必要なのかどうか。また、それについて、今、行政刷新会議で経

費をどんどん削っていますからね。果たして全部 7つ が可能なのかどうか。その辺の見

通 しをちょつとお答えいただきたいというふ うに思います。

①司会 た だいまのご質問でございますが、今回の計画区域にある7本 の都市計画道路の

整備計画についてとい うことでよろしいでしょうか。それでは回答いたします。

○東京都 (小野) そ れでは、ただいまの日■■ さんのご質問に対して、東京都のほうか

ら、まず計画的なお話 としてご説明をさせていただきたいと思います。

確かに今、■■■|さんのお話にあつたみたいに、 7本 の道路があります。この道路に

関しましては、全体的な道路ネットワ
ーク上、都市計画にも定められてお りますし、こ

れはネ ッ トワーク的には必要だというふうに東京都 としても認識 しております。それで



は、事業はどうなんだろうかということでございますけれども、必ず しも、連続立体交

差化ができて、そのときにしつかり道路もできているかというわけでは、なかなか、そ

う簡単にはいかないというふうには我々も思っておりますさ特に、この 7路線のうち、

放射23号線、または補助154号線、154号線というのは明大前の駅前のところにございま

す道路ですけれども、この 2本 の道路につきましては、平成27年度までの間に優先的に

整備すべき、東京都として第 3次事業化優先整備路線というものを位置づけております

けれども、放射23号線と補助154号線、この 2路線がその優先整備路線ということで位置

づけられてお ります。

また、補助216号線、ちょうど千歳烏山駅と芦花公園駅の間ぐらいのところにありま

すけれども、この補助216号線につきましては、地元世田谷区さんのほうで、平成23年度

までの 3年 間に事業化、または事業化に向けた準備に着手すべき優先整備路線というよ

うに位置づけられてお ります。

そのほかの 4路 線につきましては、先程申し上げましたように、平成27年度までに、

例えば優先的に整備すべき第 3次事業化計画に位置づけられた道路ではありません。で

すので、これにつきましては、今後、次期、また事業化を考えるときに当たりまして、

事業効果ですとか、そういつたものを勘案 しながら、路線の選定を行っていくという形

になると思つております。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問のほうに移らせていただきたいと思いますが、大変

恐縮ではございますが、お時間のほうも限られてまいりました。申し萩ございませんが、

今挙げている方の中から、お時間のほうも限られておりますので、 2名 の方にご質問を

していただきまして、本日の質疑のほうは終了させていただきたいと思います。申し訳

ございません。

なお、きょう、お時間の関係でご質問できなかつた方、また説明会の内容について、

もう少し詳しく聞きたいとか、わかりにくかつた点とかございましたら、本日お配りし

てお りますこちらのパンフレットの裏面に問い合わせ先が記載してございますので、こ

ちらのほうまで問い合わせのほど、よろしくお願いいたします。

それでは、質疑のほうを受けさせていただきますので、申し訳ございません、手をし

っかり挙げていただけますでしょうか。それでは、
一番奥の列のほうに移らせていただ

きます。 じゃ、マスクをかけて黒い,貝鏡をかけている男性の方。それと、その 1個手前

の列で手を挙げていらつしゃる、奥から3列 目になりますかね。ス
ーツを着ていらっし



ゃる、こちらからだとわかりにくいんですが、その男性の方。その 2名 の方、まとめて

ご質問のほうを受けさせていただきたいと思います。それでは、まず最初の方。

●住民 (杉並区下高井戸 1丁 目
・     下 高井戸 1丁 目に住んでいます口■■■ と

申します.こ ういう計画があるということが全く知らなくて、最近引つ越してきまして、

大変びつくりしております。

まず、お聞きしたいのは、開かずの踏切対策は個人的には賛成なんですが、高架に対

しては反対です。騒音の問題もありますし、また日照の問題もあります。実際に笹塚、

人幡山に関しては、騒音の問題ということでは、騒音が大きくなつたという声も聞いて

お ります。そして、線増線なんですけれども、線増線が地下計画であるということで、

どうして在来線も地下にならないのかなというふうに個人的には思つております。ちょ

っとこれ、教えていただけませんでしょうか。在来線も地下にすることができるのであ

れば、高架にする必要もありませんし、住民の負担も減るのではないかなと思つており

ます。

それから、事業費の割合なんですけれども、東京都、世田谷区、杉並区、京工電鉄、

これはどのぐらいの割合になっているんでしょうか。各負担率が何%ぐ らいなのかとい

うことを知 りたいなと思つております。

あと、ちょっとこれは個人的に不満に思つたことなんですが、きようは素案というこ

とですけれども、この映像もそうですし、説明される方もそうなんですけれども、あた

かもこの計画が決まっているがのように 「ご理解とご協力をよろしくお願いします」と

いうことに対して、個人的にはすごく不満に思つております。

○司会 た だいまのご質問ですが、4点 のご質問ということで整理させていただきたいと

思います。まず 1点 目が、騒音対策の考え方についてということが 1点 目。それと、 2

点目につきましてが、構造形式の、地下化、在来線を地下化することができないのかと

いう構造形式の考え方についてということでお受けしたいと思います。それと、3点 目

につきましてが、事業費の負担割合、京王または都の負担割合がどうなっているのかと

いう負担害J合の話。それと4点 目につきましては、素案説明会についてということで、

以上4点 ということでお受けさせていただきます。

それでは、申し訳ございません。続いて 2人 目の方のご質問を受けさせていただきま

す。

●住民 (杉並区下高井戸 2丁 目・―  下 高井戸 2丁 目に住んでおります口■■ロ
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と申します。長年、下高井戸に住んでおりますが、気になることが最近起こっておりま

す。というのは、商店街の店主の方の高齢化、それから、今度の工事によつて移転を伴

う場合に、果たしてその商店が続けていくのかどうか、こういうことに大変懸念を持っ

ております。また、ここのところの電鉄のダイヤ改正で、停車する電車の本数が徐々に

減ってきている。こういうことにも懸念を持っております。

そこで伺いたいんですが、先程から明らかになっていない点なんですが、当然この工

事を行うについて、電車の種別と本数、これについて構想がなければ、こういう構造物

という構想も出てこないはずでありますので、朝の通勤ラッシュの時間帯、それから昼

の時間帯について、どの種別の列車が何本ずつを想定しておられるのか。これをまず 1

点伺いたいと思います。

もう1点 のほうは、先程の移転を伴う問題は、移転する当事者には補償があると思う

んですが、我々は買い物にその商店を利用しているわけですので、その当事者に補償す

れば済むとい う問題ではないわけです。それについて、まちづくりの視点から、どうい

うふうに考えておられるのか。これをお伺いしたいと思います。

○司会 た だいまのご質問でございますが、 2点 のご質問ということで整理させていただ

きたいと思います。まず 1点 目につきましてが、鉄道の運行計画、どういうような運行

を考えているのかという運行計画についてということが 1点。 2点 目につきましては、

駅周辺のまちづくりについて、どのように考えているのかというご質問の 2点 というこ

とでお受けさせていただきたしやと思います。それでは、順に回答をさせていただきます。

①東京都 (花井) そ れでは、東京都からご回答いたします。

まず、騒音についてでございますけれども、今回の事業につきましては、環境影響評

価法の定めるところによりまして、環境に及ぼす影響について調査、予測、評価を行う

予定となっております。このようなことから、この環境アセスの手続きに従いまして、

適切に対応させていただきたいと考えてございます。

2点 目の、線増線が地下に潜れるのに、なぜ在来線を地下に潜らせないのかというご

質問でございます。ちょつとわかりにくくて恐縮だったと思うんですけれども、代田橋

駅のところを代表的にとつて説明させていただくんですけれども、先程、笹塚駅をなぜ

地下化 しないかというご質問については先程、お答えしましたが、笹塚駅の高架から地

下に潜るということを考えてまいりますと、環状 7号線がございます。この環状7号線

の空頭を確保 しながら代田橋駅をつくっていかなくてはならないということで、代田橋
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駅が支障となってしまう。もしくは、駅のところはあまり勾配をきつくできませんので、

代田橋駅を越えてから地下に潜る形になります.そ の場合、この代田橋駅の西側の代田

橋 1号 踏切に支障になってしまいます。在来線を高架にいたしますと、代田橋駅を高架

化することができますので、駅のところが支障になりませんので、地下に潜つていくこ

とが可能だということでございます。これが計画的な条件でございます。

事業的な条件につきましては、やはり地下に潜るほうが、先程来、申し上げているよ

うに事業費がかかるとい うことでございます。

あと、事業費の割合でございますけれども、事業の負担につきましては、国土交通省

の要綱に基づきまして、今後、関係者で協議をしていくことになります。
一
般的にはな

んですけれ ども、連立線 と複々線の 2つ に分けてございます。複々線につきましては鉄

道事業者、つまり京王電鉄が負担するとい うことにな ります。在来線を立体化する部分

の事業費につきましては、その事業費の15%を 京王電鉄が負担いたしまして、残りを都

市側、つまり国と地方自治体が負担することになります。15%を 鉄道事業者が負担しま

すので、残 り85%で ございます。その85%の うちの半分が国費、残 りの半分が東京都 と

地元区、地元 自治体 とい うことになります。その東京都 と地元区の負担害」合でございま

すが、東京都対地元区が 7対 3と い う割合になってございます。具体的な負担額につき

ましては、今後、詳細な協議を行った上で、決定していくことになります。

○京工電鉄 (堀) そ れでは、京王電鉄から回答させていただきます。

もう少 しちよつとフォローざせ ていただきます と、普通に線路をつくつている場合に

は、鉄道の構造規則で3.5%と いう勾配が取れるんですけれ ども、ホ
ームをつくるところ

はお客様が歩かれるところですので、規則 として 1%と い う基準がございますので、先

程もありましたが、代田橋の駅をつくろうとすると、代田橋の 1号 踏切が支障してしま

う。駅をつくらないので潜 りきれるということで、複々線は地下で潜れるんですけれど

も、在来線の立体化に関しては、代田橋 1号 踏切が支障になるということでございます。

あともう1点 、ダイヤについてというお話がございましたが、現在、当社では、調布

駅付近で連続立体交差事業を進めております。この工事で、本線 と相模原線の立体化を

行います。これによりまして、また運転本数も変わつてまい ります。

また、今回の工事によりましても、先程お話ししましたが、まず、連続立体交差化の

時点で、千歳鳥山駅 と明大前駅に待避線を設けるということで、今までよりさらにダイ

ヤが自由度が増 してくるというふ うに考えてお ります。詳細な本数については、今後の



検討事項 とな りますけれども、周辺の皆様に、より利便性の高いダイヤをつくつてまい

りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○東京都 (小野) 再 度t東 京都からご説明させていただきます。

先程も、物事が決まったような言い方で、ちょっと何 となく気分的にというお話が確

かにございました。今回、確かに我々も関係者でずっと検討を重ねてまいりまして、こ

の併用案の構造形式が最も適切であるとい うことで、皆様方に今回ご説明させていただ

いてお ります。 とは申しましても、今回、都市計画の素案 として 8回 の説明会をやらせ

ていただいているわけでございますけれども、今、スクリーンに手続きの流れが出てい

るかと思いますけれども、今回 8回 の説明会をやらせていただきます。そのあとに皆様

のご意見を伺いまして、いろんな意見がございますので伺います。

そのあと、都市計画の案をつくります。そのときもまた同じように皆様とこのように

説明会を開かせていただきまして、ご意見を伺わせていただきます。あわせて、環境影

響評価の法律に基づきまして、この準備書についてもご説明をさせていただきます。

そのあと、それぞれ、例えば都市計画の案につきましては縦覧をいたしますので、縦

覧していただいて、ご意見がある方は、意見善も当然出すこともできます。アセスのほ

うにつきましても、つくつたものに関して見ていただいて、意見を言 うこともできます。

また、都民の皆さんの声を聞く会 というのも、アセスに関しては開催もいたします。

そ ういつたことで、これからも、何度も何度も皆さんの前に立ってこういうご説明を

して、皆 さんのご意見を伺 う。そ して最終的に都市計画審議会にかけて決定していくと

い う形になります。都市計画審議会も、行政だけで集まってやるものでは全くございま

せん。都民の皆様の代表である都議会議員、または学識経験者、そういつた方々、あと

は地方 自治体の首長さん、こういった方も入つて審議をしていただきますので、行政だ

けで物事が決まつているように進めているわけではございませんので、何とぞご理解の

ほどよろしくお願いいたします。

○杉並区 (浅井) 杉 並区でございますけれども、商店街の活性化 というようなことのご

質問にお答えいたします。

きょうお配 りしたここにもございますけれども、連立事業で、商店が数が減るとか、

そ うい うことはあまりないと考えてお りますけれども、ここに書いてありますけれども、

私 ども杉並区といたしましては、商店街の魅力の向上を図る、商店街の活性化を図って

いただきたいとい うことが、杉並区としても目標に掲げてお りますので、その中で、今、



下高井戸でも、まちづくり協議会等も行われておりまして、商店街についても、いろい

ろとご協議いただいているところでございますので、皆様のご意見を今後もよく聞きな

がら、商店の魅力向上について杉並区としても支援してまい りたいと考えてお ります。

よろしくお1頼いしますs

O世 田谷区 (並木) 世 田谷区でございます。今、杉並区様もお話ありましたように、世

田谷区でもいろいろなまちづくりを進めてきてございます。これは、今年の 5月 につく

りました 「京王線沿線街づくり基本方針」というものでございますが、この中でも、下

高井戸駅の周辺につきましては、地域住民の日常生活を支え、にぎわいのある商業環境

の維持 ,再生 と、多様な主体の連携による地域生活拠点の形成 ということで、これを区

の目標 として掲げてお ります。そういつた中、先程、お話があつたような協議会の皆様

とも一緒にまちづくりを進めてきてございますので、そういつた視点で、商業の再生、

地域に密着 したまちづくりとい うのを進めてまいりますので、ご協力をよろしくお願い

いたします。

○司会 そ れでは、質疑はここで終了させていただきます。さまざまなご意見、ご質問あ

りがとうございました。

・閉 会

○司会 こ れをもちまして本 日の説明会は終了させていただきたいと思います。改めまし

て、長い時間にわたり、大変あ
jり
がとうございました。

午後 8時 50分 閉 会

つ
ち


